
 

ワークショップ 「ケータイと教育」 ご案内 

  モバイル人間工学研究部会長 田村 博 

 

本シンポジウムでは、ケータイの教育利用の研究が毎年報告され、多くの関心をあつめております。また

地上波テレビの普及にともない、その双方向機能やケータイを使って視聴者がインタラクティブに番組に参

加する試みが繰り返されております。社会教育と与論形成に、双方向通信の重要性は明らかであり、学校教

育においても、双方向性の意義を理解し、実践技術を身につけた人材の養成が急がれると思われます。 

 本年も数多くの発表が予定されていますが、発表では目的や成果が話の中心になるかと思います。ワーク

ショップでは、回答者への説明、指示、データの収集などの実験のプロセスを提案者と解答者が相互に確認

することに意味があると考えます。 

課題提案 これまで教育におけるケータイ利用を実践してこられた方々には、それぞれの課題をワークショッ

プ会場で再現して頂き、参加者も学生になった気持ちで回答して、多様なケータイ利用についての理解を共

有したいと考えます。また、実際の現場で実施する機会をもてなかった方々、まだ実施したことのない腹案お

持ちの方がこの機会を使って試していただくのも良いかと思います。時間的には一件 20～30 分を予定しま

すが、作業の必要に応じて柔軟に調整いたします。ケータイの利用形態としては教室内のメール利用が多い

かと考えておりますが、昼食時間を挟んでフィールド報告のようなケータイ利用企画をご提案いただくことも

期待しております。 

回答参加 本ワークショップには名古屋地区の学生 10～20 名程度に出席をお願いする予定ですが、他にシ

ンポジウム参加者の中から多数の出席をお待ちしております。全体で 30～40 名の回答者からなるワークショ

ップにしたいと考えております。シンポジウム参加登録者であれば、ワークショップ参加は自由ですが、事前

申込をお願いします。ケータイ以外に、手書き、パソコン持ち込みの方はその旨お知らせ下さい。 

 ケータイからの送信は会場で受信して、確認し、可能な限りその場でそれぞれの解析を試みます。多数の

課題提案と回答参加を 田村(ｔamura@mobilergo.com)までお寄せ下さるようお待ちしております。 

 

「ケータイと教育」ワークショップ 

日時：2006 年 3 月 8 日(水) 10:00～15:00 

会場：名古屋大学東山学舎内 ＩＢ館一階 

参加費：シンポジウム登録者無料 要事前申込 

申込〆切： 

課題提案： 2 月 17 日(金)     回答参加: 3 月 3 日(金) 

申込方法： email: ｔamura@mobilergo.com 

 

ワークショップ参加申込内容 
氏名：        ｅｍａｉｌ:           電話： 

所属： 

シンポジウム参加登録:     (  月   日) 済み    未了 

ケータイ実験提案：タイトル           所要時間: 

概要説明 
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